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―海上輸送と私たちのくらし― 

 

わが国日本においては、電気・ガスをはじめ、身の回りの日用品や食卓に並ぶ料理など、身近なも

のをよく眺めてみると、その多くは諸外国からの輸入に支えられていると言えます。これらの生活の

基盤であるエネルギーや工業製品の原料・食料品等の多くは諸外国から大量に輸入されています。ま

た、日本の先進的な技術による優れた工業製品が多くの国々へ輸出されています。このようにわが国

は輸入・輸出などの貿易により、成り立っていることは既にご存知でしょう。そして、この貿易を支

えているものが船舶による海上輸送です。 

本公開講座を通じて海上輸送の基本に立ち返って、船舶の生い立ちからその特徴や重要性・先進性、

また、周囲をとりまく環境やエネルギーの問題についても解説します。そしてそこに関わる人々につ

いて知り、海洋工学部附属練習船汐路丸による航海によって、より広く・深く理解をして頂き、是非、

海洋基本法の成立等にも合わせて、より身近に海上輸送について関心をお持ち下さい。 

 

●会場および日時 

［講 義］ 

東京海洋大学 越中島キャンパス（海洋工学部） １号館 １１１教室  

（案内図をご参照下さい。） 

平成１９年７月１７日（火）～２０日（金）１８時３０分から２０時３０分まで。 

［体験乗船］ 

東京海洋大学 海洋工学部 附属練習船 汐路丸（案内図をご参照下さい。） 

平成１９年７月２１日（土）１０時から１６時３０分まで。（天候等により時間を変更することがあります。） 

 

●プログラム 

「海上輸送と船」                      ７月１７日(火)  

海洋工学部 海事システム工学科 教授 庄司 邦昭

人類が歴史をもつようになったときにはすでに船が存在し、古代から物資は海上輸送さ

れていました。このような物資輸送に使われてきた様々な船舶を歴史的に眺めてみま

す。そして現在、大量に物資を輸送する手段として使用されている貨物船についてその

構造や最近の傾向などについて解説します。 

 

「私たちの生活を支える海上輸送の現状」            ７月１８日(水) 

海洋工学部 流通情報工学科 准教授 黒川 久幸

私たちの生活を支える多くの物資は、海外から船によって運ばれてきます。海上輸送が

ストップすれば、私たちの身の回りにある食料や電気といったエネルギーが不足し、大

きな社会混乱を招きます。ここでは、この必要不可欠なライフラインである海上輸送に

ついて、貿易量からその大切さを見ていきます。 

また、地球温暖化に対する取り組みとして、海上輸送にどのような期待が寄せられてい

るのかについても解説します。 



 

「海洋環境保護における船舶運航の課題について」        ７月１９日(木) 

海洋工学部 海事システム工学科 准教授 南 清和

船はその大きな船体にたくさんの荷物を積み込み、日々絶え間なく、世界の海を航行し

ています。その船がひとたび海難をおこせば、その影響は私たちの大切な海の環境に深

刻なダメージを与える可能性があります。ここでは船の海難による海洋汚染や海洋環境

保全に関しての内容について解説します。また近年、社会においてクローズアップされ

ている船のバラスト水排出による海洋生態系への影響とその問題点についても解説し

ます。 

 

「海上輸送とエネルギー・環境」               ７月２０日(金) 

 東京海洋大学 名誉教授 岡田 博

近代化した社会では、人は車、飛行機や船を利用して移動し、物を運びます。これらの

交通機関には一般に燃料の燃焼によって得られた熱を回転力や往復運動に変えて動力

を発生する熱機関が原動機として用いられています。ここでは、主にディーゼル主機関

を原動機とした船舶の推進・機関システム、熱効率向上技術、重質油の燃焼技術、機関

排出ガス成分の特性と低減技術、排出ガスの規制とその対応、エネルギー動向等につい

て概説します。 

 

「体験航海」                        ７月２１日(土) 

 海洋工学部付属練習船 汐路丸 船 長 准教授 馬谷正樹

機関長 准教授 池田達也

講義で学んだことや船の運航について、実際に練習船「汐路丸」に乗船し、関連する陸

上の施設や技術などを船上より見学し、船内設備等の見学や技術について実際に体験し

ます。 

 

※ 開講式および閉講式・修了証授与を以下のとおり行います。 

開講式：７月 1７日(火) １８：１５－１８：３０ 

閉講式・修了証授与：７月２１日(土) １６：１５－１６：３０ 

 

● 募集人数：４０名 

● 申込期間：平成１９年６月２５日（月）～７月６日（金） 

        ※募集人数になり次第、申込を終了いたします。 

● 申込方法：別紙「東京海洋大学海洋工学部 公開講座 申込書（「船と航海」―海上輸送と私たち

のくらし―）に必要事項を記入のうえ、上記申込期間中に必着するよう下記「申込・

問合せ先」に郵送またはＦＡＸでお申し込みください。 

また電子メールで申込む場合は、「氏名（ふりがな）」、「住所」、「電話番号」を記入の

上、お申込みください。 

● 受講料金：７，５００円（傷害保険料 300 円込み） 

        ※申込者に対して受講料金の振込方法をご連絡いたします。 

※期間中一回の受講も可能ですが、受講料金は上記受講料金となります。 
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  ●申込み・問合せ先 

東京海洋大学 総務部 

国際・研究協力課 

担当者： 

研究協力係（福岡、上田） 

〒108-8477 

東京都港区港南 4-5-7 

◇ＴＥＬ: 

０３－５４６３－４１９７ 

◇ＦＡＸ: 

０３－５４６３－０３５９ 

◇E-mail: 

kouza@m.kaiyodai.ac.jp 

◇講座当日の問合せ先： 

０３－５２４５－７３１０ 
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